







て組織された「京都市部落実態調査研究会（91 年 5 月）」と「総合プロジェクトチー































































落で取り組まれてきてはいるものの、93 年〜 2000 年調査によると京都市内七地区の被差別部




落問題やまちづくり、教育にかかわる若手の研究者によって 99 年 10 月に発足する。先述の「京










館事業の委託化などを契機に本格化することとなる。2002 年 8 月、隣保館事業のうち「特別
事業（デイサービス事業・地域交流促進事業・継続的相談援助事業）」について社会福祉法人
やNPO法人などへの事業委託が可能となり、京都市では 05 年 4 月以降、NPOなどの団体に
コミュニティセンター（旧隣保館）の管理および事業運営を委託することとなる。これを契機
に、吉祥院では同盟支部が中心となり、千本では同盟支部が参画する（学区）社会福祉協議会























































　まちづくり政策の基本となる「京都市基本計画（2010 年 12 月）」住宅部門の基本方針・施
策を定めた計画である「京都市住宅マスタープラン」を受けて、京都市は 2011 年 2 月「京都
市市営住宅ストック総合活用計画」（以下「ストック計画」）を発表する。11 年度からの十年





































　97 年 11 月、ワークショップが始まる。まず、過去・現在の暮らしの発見、新棟での暮らし
方のイメージの共有、次にコミュニティを重視した廊下や階段など共用部分の検討、そして住
戸スペースの検討（条件や制限を確認しながらの間取りの検討）という順序で進められ、一年




　93 年 5 月に地元でまちづくり組織として発足した千本ふるさと共生自治運営委員会の活動。
97 年秋から 99 年の春にかけ一年半を費やした第 1棟・第 2棟の住民によるワークショップ。
地元住民とのパートナーシップを重視した京都市の姿勢。このようなものがあいまって、2002
年 4 月、楽只市営住宅第 1 棟および第 2 棟の建





































てきており、これが、千本ふるさと共生自治運営委員会が 93 年の設立以来用意し、21 世紀に
入って大きく花咲かせようとしているものであった。
　千本では、90 年代に入り新しいまちづくりが取組まれ、建て替え（更新）住宅第一号の「ら
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